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特集

特
　
集

町
政
あ
ん
な
い

キ
ラ
リ
健
康
ナ
ビ

子
育
て
ひ
ろ
ば

情
報
コ
ー
ナ
ー

ま
な
び
す
と

わ
い
わ
い
プ
ラ
ザ

自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る

　
～
災
害
時
に
お
け
る
適
切
な
避
難
行
動
～

特 集
正
確
な
情
報
収
集
を

　　

町
で
は
、
台
風
や
大
雨
な
ど
の
災
害
時
に
、

様
々
な
手
段
で
災
害
に
役
立
つ
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
次
の
手
段
で
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
Ｌ
ア
ラ
ー
ト

　

L
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
災
害
発
生
時
に
町
か
ら
直

接
配
信
さ
れ
る
情
報
を
集
約
し
、テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

や
携
帯
電
話
エ
リ
ア
メ
ー
ル
な
ど
多
様
な
メ
デ
ィ

ア
に
一
斉
送
信
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
に
対
し

必
要
な
情
報
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
伝
達
す
る

共
通
基
盤
で
す
。
災
害
情
報
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

❷
防
災
行
政
無
線

　

町
内
の
16
か
所
に
設
置
し
た
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
、
緊
急
地
震
速
報
や
避
難
指
示
等
の
情
報
を
放

送
し
ま
す
。

　

放
送
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
安
心
・

安
全
メ
ー
ル
、
緊
急
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
も
確
認

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
天
候
等
に
よ
り
音
声
が
聞
き
づ
ら
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
電
話
番
号
に
お
電
話

を
い
た
だ
く
と
、
放
送
内
容
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
回
線
が
込
み
合
っ
て
入
る
場
合
、つ
な
が

り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

▼
確
認
用
電
話　

0
5
6
8
・
68
・
9
9
9
9

❸
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
緊
急
放
送

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
と
よ
や
ま
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）で
警
報
の
発
令
や
避
難
所
の

開
設
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❹
豊
山
町
安
心
・
安
全
メ
ー
ル

　

防
災
情
報
、
避
難
所
開
設
や
地
震
に
関
す
る
情

報
な
ど
を
配
信
し
ま
す
。

　

登
録
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
メ
ー
ル
の
通

信
料
は
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
登
録
方
法

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

空
メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
読
み
取

れ
な
い
場
合
は

t-to
yo
ya
m
a
@
sg
-p
.jp

宛
に
空
メ
ー
ル
を
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
に
記
載

さ
れ
て
い
る
手
順
に
従
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

❺
緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル

　

携
帯
電
話
の
事
業
者
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、ａ
ｕ
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
楽
天
モ
バ
イ
ル
）か
ら
、
緊
急
地

震
速
報
や
災
害
・
避
難
情
報
な
ど
を
一
斉
に
電
子

メ
ー
ル
で
配
信
し
ま
す
。

❻
豊
山
町
緊
急
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー

　

豊
山
町
緊
急
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト

（@
to
yo
ya
m
a
_k
in
k
yu

）で
は
、
防
災
情
報
等

の
緊
急
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
ご
利
用
の
方
は
、「
豊
山
町
緊
急

情
報
」で
検
索
し
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。

　

震
度
7
の
地
震
と
大
津
波
に
よ
り
、
多
数
の
人
命
を
失
っ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
今
年
で
10
年

が
た
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
5
年
前
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、
震
度
5
弱
の
前
震
と
震
度
7
の
本
震

に
よ
り
、
家
屋
倒
壊
等
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
日
本
列
島
は
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に
ど
こ
に
い
て
も
遭
遇
し
ま

す
。
そ
れ
ら
は
突
然
、し
か
も
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
力
で
襲
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
か
ら

続
い
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
て

お
り
、
避
難
所
で
の
感
染
症
の
事
前
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
家
庭
や
社
会
で
対
策
を
講
じ
、
災
害
の
知
識
を
得
る
こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
、
家
族
や
知
人
の
命
を
守
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
災
害
の
備
え
の
基
本
的
な
考
え
方
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ　

い
て
特
集
し
ま
す
。


